
平成２４年度

「学校運営に資する取組

（教員の勤務負担軽減等）」事業

報告書

平成２５年３月

和歌山県教育委員会

地球環境保護のために
植物油インクを使用しています。



はじめに

我が国では、近年の社会の急激な変化にともない、学校を取り巻く環境も大

きく変わってきています。このような中、学校に対して、多様で多大な期待と

要望が寄せられるようになり、学校はそれらすべてを真摯に受け止め、対応し

ようとしてきました。

平成１８年に文部科学省が公立学校に対して「教員勤務実態調査」を行った

結果、授業以外の様々な業務が増加しており、教員が勤務時間内にすべての業

務を処理することが大変困難な状況にあることが明らかになりました。

本県では、このような状況を改善するため、平成２１年度よりかつらぎ町、

有田川町、平成２２年度湯浅町、平成２３年度には紀の川市を加えた１市３町

において、教職員の勤務負担の軽減を図り、児童生徒と向き合う時間を確保す

るための取組を進めてきました。本年度は、更なる取組の推進を図るため、橋

本市、紀の川市、かつらぎ町、海南市、美浜町の３市２町において、個々の学

校現場に応じた教員の勤務負担軽減の在り方について実践研究を実施してきま

した。

具体的に紹介しますと、橋本市では、学校運営に関するアンケートの実施･

分析による効果的な取組を推進し、かつらぎ町では、教員の負担軽減に対する

教育委員会、学校、教職員の三者の意識の向上と連携の強化に取り組んでいま

す。紀の川市では、市全体でのワークショップ型研修の推進と各校における業

務改善に取り組み、海南市では、各学校の実態に応じた勤務負担軽減の取組の

焦点化を図りました。また美浜町では、取組内容を明確にするための教員の勤

務負担軽減取組メニューを作成しました。

また昨年度は、本事業において学校マネジメントを改善するためのチェック

リストを作成し、本年度は、各学校において本チェックリストを活用、深化さ

せた取組が実践されてきました。この冊子が、学校の多忙化の改善に少しでも

役に立ち、児童生徒のための教育活動の充実につながることを期待します。

結びに、本事業を進めるにあたりご協力いただいた皆様方に深く感謝申し上

げます。

平成２５年３月

和歌山県教育庁学校教育局学校人事課

課長 土 肥 二 郎
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子どもと向き合う時間を確保する、学校の組織力向上のために

和歌山大学 教育学部 教授 上田 優人

学校は今、「いじめ」「体罰」問題による喫緊の課題への対応、さらに、子ど

もたちや保護者の意識の多様化、授業や生徒指導に対する要求の複雑化など様

々な課題に対し適切に対処することが求められている。これらに対応する学校

組織を見ると、ベテラン教員の大量退職による大量採用により学校組織の見直

しと活性化を速やかに図らなければならない状況となっている。和歌山県の採

用を見ると平成２３年度から３００名を超える採用を行っており、学校は多く

の新規採用者と講師を抱えた上で、教育活動の充実を図らなければならない状

況となっている。教育活動の充実を図るためには、学校経営に対する従来の意

識を変え、学校の組織を今の課題に速やかに対応できるものに見直していかな

ければならない。

本県ではより充実した教育活動を展開するために、平成２１年度から学校経

営を見直し教員の勤務の負担をどのように軽減するかについて検討してきた。

今年度はかつらぎ町、紀の川市、橋本市、海南市、美浜町の５市町で取組を行

った。

かつらぎ町は４年目の取組であり「プロジェクト型校務分掌」により課題に

対して組織的な取組を行い、中堅・若手教員を積極的に活用し組織の活性化を

図ってきた。また、昨年、本協議会で作成した「勤務負担軽減５つのポイント」

及び「子どもと向き合う時間の確保のために」のチェックリストを活用し、管

理職及び教職員への意識啓発や研修を行うことにより、会議時間の短縮等物理

的な軽減はもとより、学校経営や校内研修への参画による「やりがい感」の醸

成につなげている。かつらぎ町の４年間の継続した取組は、学校経営の効率化

や教員の意識変革を生じさせた効果的な取組事例である。

紀の川市は２年目であるが若手教員の育成に特に取り組み、ワークショップ

型校内研修や初任者研修の充実に特に力を注いでいる。特に初任２～５年目の

教員と臨時的任用講師を対象にした若手教員育成（ブラッシュアップ研修）は、

紀の川市が若手教員を活用しながら校内研修の活性化に取り組み、学校全体の

授業力向上のみならず様々な課題に対応する力量の向上につなげている。若手

教員の資質向上を目指した、中堅教員を核とした研修形態は全ての教員の力量

の向上につながる先進的な取組となっている。この取組は今後どの地域でも課

題となる若手教員の育成モデルとして参考となる。
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橋本市、海南市、美浜町は今年度からの取組であり、まず、それぞれが独自

に教職員の負担感等に関する意識調査を行うことにより現状や課題を把握し

た。その結果からまず、会議時間の短縮や効率化、書類の簡素化など物理的な

取組を行うとともに、生徒指導や学力向上、発達上課題のある児童生徒対応、

保護者対応等それぞれの課題に対して効果的な対応策の検討を加えているとこ

ろである。

今、学校は外部から見ると閉ざされた世界のように捉えられ、学校や教育委

員会の考えは社会通念と異なるような表現をされている。これらの見方を払拭

することが今の教育委員会や学校に強く求められている。教育は普遍の考えが

あって然るべきであるが、変革しなければならないところは速やかに変える必

要がある。開かれた学校づくりに多くの学校が取り組んでいるが、まず、学校

の中で「教室を開き」「意識を開く」ことが大切であり、各学校が学校経営を

見直す時に過去の事例も重要であるが、これからを見据えた進取の考えを取り

入れなければならない。

また、教育全体の組織的な課題である年齢構成のアンバランスは、教員の勤

務に対する負担の増加にもつながりかねない状況であり、今後、数年一層深刻

となり、その対応は中堅教員のリーダーシップの育成と若手教員の様々な課題

に対応できる具体的な力をつける他にない。学校は若い教員の力量を向上させ

るために若い教員と共に課題に対処し、それぞれの立場で課題を考え、お互い

が研修を重ねる必要がある。研修をする時間や子どもと向き合う時間を確保す

るために学校は様々な視点で効率化を図ろうとしているのである。効率化で生

じた時間は学校が直面している課題を克服するために有効に使い、子どものた

めにより良い教育を行い、教育に対する信頼を回復しなければならない。かつ

らぎ町や紀の川市が取り組んでいるように若手教員を育て中堅教員を鍛えなが

ら学校の教育力を向上させる。そのために新たな取組を行う負担は生じるが、

継続することにより課題が解決される「喜び」や「やりがい感」が生じ、やが

て負担の軽減となる。

最後に、子どもと向き合うことは教員にとって最も大切なことであり、時間

を惜しむことなく取り組まなければならない。「多忙感」から「やりがい感」

に変えるために４年間、本事業（教員の勤務の負担軽減等の取組）で取り組ん

だそれぞれの教育委員会、学校の取組は共通する部分が多くあり、物理的、組

織的、意識的に多くの参考となる方策が生み出された。今後、これらの取組を

本県の教員の勤務負担の軽減等の取組に生かしていただきたい。
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勤務負担軽減のポイント

『仕事の全体量を減らし、質の向上を図る』

◎ 個々の学校現場に応じた勤務負担軽減を具現化するためには

ひとつでも工夫できることをまず実行

◎ 組織的・計画的に負担なく取り組むためには

実行力のあるＰＤＣＡをすぐスタート

ＰＤＣＡサイクルをうまく機能させるためには、次のような「勤務負担軽減取組シート」
の活用が効果的と考えます。

【負担改善の流れと｢勤務負担軽減取組シート｣】

①現状把握・分析

・学校運営に関するアンケート
Ｐ （橋本市）など

Ｄ ②焦点化 （海南市）

Ｃ ・Ｈ２３年度本事業
勤務負担軽減５つのポイント

Ａ ・教員の勤務負担軽減取組メニュー
（美浜町） など

↓

③計 画
(Ｐ)

・Ｈ２１～Ｈ２３年度本事業
サ 協力地域取組事例

・職員会議の効果的な進め方
イ （かつらぎ町） など

ク ④取 組

ル ・状況に合わせた目標の修正、取組シートへの追記（紀の川市）

⑥次の課題 ⑤定着（成果）

勤務負担軽減取組シート（例）

テーマ

現状

改善目標

改善の進め方 〈成果〉

〈体制〉

〈期間〉

〈ﾙｰﾙ〉

〈計画〉

次の課題（改善を進める上での留意点）
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教員の勤務負担軽減・効果的な学校運営にかかる実践研究

橋本市教育委員会

１．事業の実施状況

【事業概要】

・教員の勤務状況の現状把握にあたって、「学校運営に関するアンケート」を実施し、

集計、分析結果を踏まえ、取組の方向を見出す。

・平成２３年度「教員の勤務負担軽減等の取組事業」報告書の中の「５つのポイント」

をもとに各校において取り組んだ。

・市教育委員会における勤務負担軽減に向けた取組について検討する。

【事業の実施状況】

（１）「学校運営に関するアンケート」に関して

市内の教職員を対象としたアンケートを５月に実施し集計、分析を行った。

（３１６名：回収率７０％）

《主な集計結果》

仕事上の困難さとして、以下のようなことが挙げられた。

１．特別に支援の必要な児童・生徒対応 （６８％）

２．不登校、いじめ、非行等の生徒指導上の課題 （５９％）

３．保護者対応（トラブル等の対応） （５８％）

４．事務処理等の業務の多忙 （４４％）

５．幼児・児童・生徒への学習指導上の課題 （３８％）

《分析》

・日々の教職員の仕事として、①特別に支援の必要な児童・生徒対応、②生徒指導、

③保護者対応（トラブル等の対応）で負担を感じていた。

・保護者とのトラブルで、３人に２人が精神的負担を感じており、「辞めたいと思

ったことがある教員」が約２０％いた。

・仕事上の困難さが増しており、負担感を感じている教員が多い。また、職員間で

の報告、連絡、相談が不足していることやベテランの教員が若手の教員に十分教

育のエッセンスを伝えられていないことなどのコメントがあった。

（２）教育委員会の取組

１．児童・生徒・保護者への対応支援

・個々のケース会議の開催

・教育相談センターでの相談活動など、専門性の高い各関係機関との役割分担のた

めの連絡調整

２．（市）非常勤講師、特別支援教育支援員等の配置

・小学校低学年の多人数学級への対応、特別支援学級、普通学級において支援等を

要する状況にある学級への対応
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・ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）、ＳＣ（スクールカウンセラー）

・学校図書館支援員

３．ＩＣＴ活用による文書事務の推進

（３）各学校の取組

１．教科指導・生徒指導に関して

①小中一貫教育の推進

・専門性を高めるための小中間の兼務、ティームティーチング、少人数クラスの

実施

・小学校専科（教科担任制）導入による担任の持ち時間数の削減

②生徒指導対応の組織化、未然防止の取組

・児童生徒の問題行動へは、担任だけでなく役割分担に基づく全教職員での対応

・計画的な生徒指導部会の開催による情報共有と組織的対応の推進

２．学校外の団体等との連携に関して

①地域、保護者等との協働

・共育コミュニティ、ボランティア等の外部人材の積極的な活用

図書館ボランティア、学生ボランティア、地域ボランティア 等

②部活動、授業での協働

・中学校における武道必修化や中学校部活動において、外部指導者の活用

３．学校の管理運営に関して

①学校組織、業務の見直しと活性化推進

・一人一役の校務分掌、プロジェクト型への校務分掌の変更

・行事の見直しと精選

・仕事内容を整理及びやるべきことの明確化、効率化

・他の教員との協力、学校行事への全員参加体制の構築

・毎年行われる行事の企画・運営マニュアルの作成

②文書事務・ＩＣＴ活用

・校内共有フォルダの活用によるデータファイルの共有化

・校内でのメールによる連絡、報告の利便化

・全家庭へのメール配信サービス

・ホームページ作成に係る役割分担

・通知表のデータベース化

・学級会計から学年会計への一本化

・徴収金の自動振替の導入

③会議

（職員会議）

・会議資料の簡潔化、焦点化と会議資料の事前配付

・事前の企画委員会等での協議事項の検討・調整

・職員朝礼の回数減、職員朝礼の時間設定（５分以内に終了等）

・職員会議の回数減、職員会議の時間設定（１時間以内に終了等）

・職員会議の定例化（月１回の水曜日にセット等）と開始時刻、終了時刻の厳守

・司会、記録の持ち回り担当

・全体会議を減らし、部会を開催することによる各学年等への周知

・職員への連絡報告の仕方の工夫 （Ａ４用紙１枚にまとめ共有等）
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（授業研究）

・要点化した学習指導案の作成 参観のポイントの事前周知

・研究授業における協議の視点の焦点化、共有化

・議題精選と集約化をすすめるためのＫＪ法活用

④勤務時間

・ノー残業デーの設定

・勤務の割り振り

・勤務時間内に仕事を終えるよう習慣化

・限られた時間で仕事を終わらせるよう自らのマネジメント力育成

⑤その他

・複数教員による給食指導

４．職場環境

・モチベーション高揚のための十分なコミュニケーション

・仕事上の悩みを一人で抱え込むことなく相談できる、明るい雰囲気づくり

・「教員フリートーキング」の場の設定

・教職員が気楽に相談したり手伝ったりできる雰囲気の構築

２．今までの取組による効果

（１）成果

・（市）非常勤、特別支援教育支援員を学校に配置することにより、個々に支援を要す

る児童生徒に対応することができた。

・会議内容の精選や会議の効率化をとおして、会議時間の短縮を行うことができ、児童

生徒と触れあう時間が増えた。

・共有フォルダの活用等、ＩＣＴ活用により、教員の事務仕事の効率化を図ることがで

きた。

・ボランティア等の外部人材を活用することにより、教員の負担の軽減につながった。

・学校外の関係機関が保護者支援、子ども支援に関わることで、教員の精神的負担の軽

減につながった。

・できたことをプラス評価し、取り組んだ姿勢を賞賛することにより、組織の一員とし

て貢献できたという充足感を得ることができた。

・管理職による業務負担、対外的業務を行うことで、学年の負担を軽減できた。

（２）課題及び今後の取組予定

・「特別に支援の必要な児童生徒対応」「生徒指導」「保護者対応」は互いに関連しあい

ながら年々大きな負担となっている。今後、大きな枠組みでの検討が必要である。

・「スクールコンプライアンス指針（橋本市版）」の活用等をとおして、「信頼される教

職員が働く信頼できる学校づくり」をめざし、より一層組織的に取り組む必要がある。

・職場で話がしやすい雰囲気づくりの更なる推進と教職員の対人関係スキルアップのた

めの取組を進める。また、ベテラン教員と若手教員との関係づくりを進め、相互のか

かわり合いを深め、負担軽減に取り組む。

・校長会、教頭会において、勤務の負担軽減についての情報交換や協議を継続する。

・教育委員会関連の事業についても、内容、開催日時等含め、さらに精選する。

・教職員に多忙感や徒労感、無力感を抱かせないような学校マネジメントに取り組む。

・教職員の意識向上にさらに取り組み、子どもと向き合う時間のためにＰＤＣＡサイク

ルをより効果的に実現する。
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《資料》

★取組事例①（紀見小学校）

１．取組概要（抜粋）

・ＴＴ指導による児童の情報共有化と学年集団のコミュニケーションの深化を図る。

・教科担任制導入による学習指導の充実及び学級担任の指導教科数の負担減を図る。

・不登校対応教員配置により、学級担任の家庭訪問等の負担を減ずる。

２．取組の実施状況（抜粋）

・ＴＴ指導によって、個々の児童の長所や短所、問題行動等を複数の目で見つけ、担任

任せにならず集団で協議し、適切な指導につなげた。

・教科担任制により教材研究を重点化して行うことができ、指導の充実につなげること

ができた。また学級担任の負担軽減にもなった。

・不登校対応教員が学級担任と児童・保護者の間に入ることで、担任の精神的な負担が

和らぎ、時間的精神的ゆとりを生み出した。

３．成果と課題

・組織的に取り組むことで過重負担が平準化され、全体的には仕事が軽減された。

・仕事量をへらすだけでなく、課題解決に向かうには職場を共にする者同士が支え合え

る仲間意識の維持・良好な人間関係が重要である。今後、組織としての質の向上と充

実を意識し教職員の体制を整えていく必要がある。また、若い教員とベテランの教員

が、それぞれの良さを活かして相互に支え合い、児童の豊かな学びが展開できるよう

世代間の融合を大切にしていく中で、協働の精神をさらに培っていく必要がある。

★取組事例②（紀見北中学校）

１．取組概要

①会議の効率化

・職員会議や学年会等に関して時間設定を「１時間以内」とする。

・議案や資料は２日前に配布する。

②資料作成及び事務処理の簡素化

・事務処理等のスピードアップのため共有フォルダを活用する。

・共有フォルダによって情報を共有する。

２．取組の実施状況

①会議の時間短縮の取組

・毎朝の職員打合せ→連絡事項の板書、司会の復唱省略等、意識的な時間短縮推進

・議案や資料など、一目でわかる内容となるよう工夫・整理した。

・報告、連絡事項と相談、協議事項を明確に分けた。

②共有フォルダの周知と活用

・初心者や苦手な職員でも直ぐに必要な情報を取り出せるよう、現職教育で情報担当

者が共有フォルダについて説明し、活用した。

・個人情報に留意した共有フォルダ内のデータ活用に取り組んだ。

３．成果と課題

○成果

資料等の事前配布と時間を「１時間以内」と設定することによって、形式的な職員

会議ではなく、職員全員が目的意識をもって会に臨み、建設的な意見が出るようにな

った。組織の一員としての発言が強くみられるようなった。

共有フォルダの活用によって、学年行事の立案や保護者への連絡等が、計画的に行

えるようになり、事務の負担が少なくなった。また、学校運営がスムーズになった。

○課題

・共有フォルダを利用できるパソコンの数が少ない。
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教員の負担軽減に対する取組の『教育委員会』・『学校』・『教職員』の

三者の意識の向上と連携の強化

かつらぎ町教育委員会

１．事業の実施状況

【事業概要】

本町では、学校評価から見えてくる課題解決のための「プロジェクト型の校務分掌」

の活用を中心として、学校組織・体制の見直しによる学校運営の効率化や、人材育成等

に視点をあてた取組を進めてきた。また、昨年度は、「教育委員会と学校の連携」「学

校組織の強化」「教職員の職務の効率的運営」という視点で、教育委員会・学校・教職

員の三者の連携した取組を推進した。今年度は、この取組をさらに推進するために、三

者の意識の向上と連携の強化に努めた。また、本事業の連絡協議会においては、会議の

短縮や提出物の削減等の物理的な負担軽減の方策はもちろん、学校経営や校内研究への

参画によるやりがい感の醸成等の意識変革の大切さが指摘され、それに関する取組も推

進した。

【事業の実施状況】

（１）勤務負担軽減に対する情報の交流

教員の勤務負担軽減については、様々な取組を展開するとともに、学校や教職員に対

して、勤務負担軽減の取組の充実についての意識の向上を図る必要がある。そのために、

町内８小中学校でその取組の積極的な展開について依頼するとともに、講演会、教育委

員会からの情報提供、各校の取組についての情報交流を行い、町内全体で取り組むとい

う意識の醸成を図った。

４月 年度当初の管理職会議における町内各校への取組の依頼

『会議の効果的な進め方』についての情報提供 【資料１】

５月 かつらぎ町小中学校長会

平成２３年度の『教員の勤務負担軽減等の取組事例集』報告書の配布と説明

７月 かつらぎ町小中学校長会における教職員の勤務負担軽減に対する取組の交流

９月 学校運営に関する講演会【９月７日（金）】

和歌山大学教育学部 教授 上田 優人 先生

・『学校運営の充実について』－若手教員を育て、中堅教員を鍛える学校経営－

・学校組織の在り方、学級経営を基盤とした若手教員と中堅教員の在り方について

１１月 かつらぎ町小中学校教頭・教務主任者会における教職員の勤務負担軽減に対す

る取組の交流

１２月 小中学校からの教職員の勤務負担軽減に関する取組の報告書の提出

１月 かつらぎ町小中学校長会での成果の交流
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（２）教育委員会と学校の連携の強化

※教育委員会と学校との連携を密にし、課題に応じたサポートを進めた。

①学校経営計画に基づいた取組のサポート

・各校の学校教育上の重点事項を把握し、実態に応じたサポートを行った。

・学校運営ヒアリングを年２回実施し、課題を早期に把握し、物的・人的資源を計

画的に適切な配分を行った。

②生徒指導上や特別支援教育上の課題に対して

・教育相談・発達相談活動を教育委員会に移管し、気になる児童・生徒に対して迅

速な対応を行った。

・学校の児童・生徒の実態に応じた特別支援教育支援員を配置した。

・かつらぎ町問題行動対応チームによるサポート体制の確立を図った。

③学校評価に基づいた各校の課題の把握と、それに対する『プロジェクト型校務分掌』

による取組の充実

・『プロジェクト型校務分掌』により、課題に対して組織的な取組を行うとともに、

中堅・若手人材を積極的に登用し、組織の活性化を行った。

④文書作成の軽減に対する取組

・A4 一枚の報告書の徹底、鑑文書の省略、報告・調査書類の簡略化（メール、FAX）

（３）各学校での取組

各学校においては、勤務負担軽減に対する取組の意識が高まり、それぞれ学校の

状況に応じ、２方向【□『効果的な学校運営』、■『効率的な学校運営』】からの

取組を推進した。

□『効果的な学校運営』 仕事の質の向上【負担感の軽減、やりがい感の醸成】

人材登用や学校運営への参画、組織の活性化、教職員のモラール向上等

■『効率的な学校運営』 仕事量の軽減

会議の縮減や事務負担の軽減化、書類の整理、ICT によるデータの共有等

◎ 学校における取組事例【 □ 『効果的な学校運営』、■ 『効率的な学校運営』 】

①妙寺中学校

□ プロジェクト型校務分掌の効果的な活用【資料２】

プロジェクトチームによる運営により、職員の学校運営への参画意識醸成

管理職による適切なサポート

■ 会議の効率化

各学年の意見を事前調整するための企画委員会での協議

教頭による司会進行

■ 学校行事の活性化

学校行事終了後、すぐに反省会を実施し、反省点や改善点を踏まえた次年度の計

画立案作成
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②笠田小学校

□ 課題に対して、ミドルリーダーが中心になった対応

行事や企画の運営を分担することにより、勤務の負担軽減と仕事量の分散

■ デジタルデータの共有

学年の事務書類や行事等の書類を、年度別、分掌別にサーバーに整理・保存し、

必要な時にすぐ活用できる工夫

■ 体育倉庫や教材倉庫の収納の整理による準備のための時間の省力化

③妙寺小学校

□ 中堅教員による若手教員の相談セミナー開催

日々の授業や学級経営を進める中での出てくる課題をテーマとして若手と中堅

の教職員が協議する機会を持った。課題は『授業を充実させる一工夫』『板書の

進め方』『ノート点検の仕方』『宿題のチェックや評価の工夫』等、日々の実践

の中で出てくる具体的なものとした。

■ 職員朝礼をなくし、朝の学級指導や読書タイムの充実を図り、一日の規律ある学

校生活の実現

■ ノー残業デーの設定と定時退校を共通理解

■ 支援員の効果的な活用

■ 学校ボランティアの積極的な活用

外部講師による出前授業、図書ボランティアによる本の整理、環境構成、定期的

な「読み聞かせ」等の実施

④大谷小学校

□ 『プロジェクト型校務分掌』による組織体制の充実と積極的な若手教員育成

■ 職員朝礼の回数削減のための伝達事項の掲示

■ 会議のスムーズな展開のための会議資料事前配付、意見調整

２．取組による効果

三者が連携した取組を進める中で、町内の各小中学校は、日々の業務において工夫し

て負担軽減に取り組むという意識が徐々に高まった。本町において従来から進めてきた

「プロジェクト型の校務分掌」を生かした学校マネジメントを積極的に展開するととも

に、（県）教育委員会から出された「勤務負担軽減５つのポイント」「子どもたちと向

き合う時間の確保のために」チェックリスト、校長会等での交流から得られた情報を学

校の現状に合うようにうまく活用し、それぞれの取組を進め、効果が出ている。

その中で、教育委員会として物的・人的資源の効果的な提供や、生徒指導や特別支援

教育上の課題への援助等により、学校を積極的にサポートしてきた。また、学校におい

ては、会議の縮減や事務負担の軽減化、ICT によるデータの共有等学校運営における事

務負担の量的な軽減による『効率的な学校運営』と、人材登用や学校運営への参画、組

織の活性化による『効果的な学校運営』を併用し、教職員が職務における量の軽減を実

感するとともに、日々の職務の中でモラールを向上し、やりがい感、充実感が感じられ

る環境づくりに取り組んできた。

今後も、教育委員会からの更なる情報提供やサポート、各小中学校での取組の工夫を

さらに充実させるとともに、教職員個々の工夫ある取組の推進に対しても意識を高めて

いきたい。
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【資料１】

職員会議の効果的な進め方 かつらぎ町教育委員会

１ 周到に準備する

① 協議する目的とゴールを明確にする。
・報告は職員朝礼やホワイトボードで掲示する。

・会議は協議事項にしぼり、規定時間内にどこまで決めるか明確にする。

② 企画委員会等で、担当者が提示し、原案を作成し、全体の会議に上程する。

③ 事前に会議題の一覧と資料を配布し、目を通す。

④ 資料はＡ４一枚でコンパクトにする。

⑤ 管理職・関係者には事前の報告を行う。

２ 会議の形を整える

① 会議室で実施する。

② 座り方を工夫する。
・一堂に会してお互いの顔が見える状態に座る。

・人数が多かったら二重円となる座席配置にする。

・広く意見を求める時は、小集団、ワークショップを活用する。

③ 資料のない議題は取り上げない。

３ 冒頭で会議の予定を説明する

① 会議の目的とどこまで決めるか、時間等について明示する。

② 協議事項と報告事項については、協議事項を先に行う。

４ 会議の流れをコントロールする

① 議論の流れやポイントを共有する。

② 短時間の会議を目指し、時間を守る。

５ 成果を示し、実行し、評価する

① 決定事項についての要点を配布し、次の会議の出発点を共有する。

② 決定事項の進捗状況を、次回の会議で確認する。

※ 会議の進行をしっかりとマネジメントする。

① 目的をクリアにする。

② みんなでしっかりと議論する。

③ 決定した事項を明示し、進捗状況を点検する。

職員会議を効果的に進めるためのチェックリスト

※□に入るレ印の数を減らしましょう！

□ 何を話し合うのか、何のために集まっているのかが不明である。

□ なかなか集まらない・始まらない。延々と続く。違う話題が入る。

□ 資料も板書もなく、議論が宙を舞っている。何が決まったかが一向に分からない。

□ 資料を見れば分かるのに説明の時間が長い。

□ 一方通行の伝達会議で、意見が言いにくい。

□ 報告事項か協議事項かがわかりにくい。

□ 発言する人が限られている。声の大きい人の意見が通る。

□ 『あなたがやって』となるので、建設的な意見が言いにくい。

□ 何も決まらず、問題の先延ばし。

□ 決定事項が実行されるか不明。

□ 出席者が関係ないことをして、会議に参加していない。
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市全体でのワークショップ型研修の推進と市立小中学校それぞれの業

務改善の取組による教職員の勤務負担軽減に関する調査研究

紀の川市教育委員会

１．事業の実施状況

【事業概要】

① 市全体でのワークショップ型研修の推進

・ワークショップ型校内研修の推進による校内研究の合理化と効率化

・様々なワークショップ形式の活用による校内会議の充実と効率化

・校内研修マニュアルの活用推進

・教職員の世代交代の進む中での若手教員の育成強化

② 市立小中学校それぞれの業務改善の取組と学校事務の効率化のためのサポート体制

構築

【事業の実施状況】

① 市全体でのワークショップ型研修の推進

・全小中学校で校内研修におけるワークショップ型研修の実施

・ＰＤＣＡサイクルにおける次年度の計画まで考慮した学校行事後のワークショッ

プ形式の反省、振り返りの実施

・校内研修マニュアルの活用推進のための初任者研修における「授業力向上ポート

フォリオ」の実施

・若手教員育成を目指した市独自の研修の開催

② 学校事務の効率化のためのサポート体制構築のための基礎調査の実施

・各学校における業務改善取組の計画と実行

・１１月の勤務時間実態把握調査の実施

２．今までの取組による効果

① 市全体でのワークショップ型研修の推進

全ての小中学校において校内研修にワークショップを取り入れ、内容の濃い、建

設的な意見の出る効果的な研修を短時間で実施することができた。また、学校行事

後の反省や振り返りをワークショップ形式で実施することで、次年度の計画、企画

が効率的にできている。《資料１》

このようにワークショップ型校内研修は研修の効率化と組織力の向上に効果があ

った。一方で、教師個人の力量向上のためには、教師個人が目標を持ち、学び続け

る姿勢を持つことが必要である。そのための方策のひとつとして、「授業力向上ポ

ートフォリオ」の実施をまず初任者対象で実施した。初任者は意識して研修に臨み、

個人研修を効率的・効果的にすることができた。《資料２》

また、講師を含めた若手教員の研修を開催し、若手教員の力量を向上させること

で将来の負担軽減に繋げていく取組とした。《資料３》

② 学校事務の効率化のためのサポート体制構築

昨年度は拠点校を設けて勤務負担軽減の取組を実施し、各小中学校に成果を広め

たが、本年度は全小中学校が各学校でできる業務改善の取組を考え、できることか

ら実践していく方法に変えた。実践後、各学校からの報告を集約し、効果的であっ

た好事例を還元した。《資料４》

また、勤務時間実態把握調査の集計を実施し、昨年度との比較や年休取得状況と

の関連、業務改善の取組実践との関連を検証し還元した。《資料５》
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《資料１》

校内研究改善・授業改善①
◆ワークショップ型校内研修の推進

◆「紀の川流指南書」の作成し、全教職員に配付

校内研究改善・授業改善②
◆ワークショップ型校内研修の広がり
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《資料２》

《資料３》

若手教員育成（ブラッシュアップ研修）
◆初任２～５年目の教諭と臨時的任用講師を対象に実施

模擬授業（小学校） 模擬授業（中学校） ランチミーティング

ワークショップ ワールドカフェ方式発表

若手教員育成（初任者研修）
◆授業力向上ポートフォリオの活用

授業実践前に配布し、授業力向上につな
がる資料をファイリングし、２月にはシェア
リングのための交流会を実施

─ 14 ─ ─ 15 ─
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資

料
５

＞

紀
の

川
市

立
小

中
学

校
業

務
改

善
取

組
計

画
・
活

動
・
報

告
シ

ー
ト

学
校

名
紀

の
川

市
立

名
手

小
学

校
記

入
者

梅
田

卓

テ
ー

マ
職

員
の

心
が

和
む

雰
囲

気
づ

く
り

記
入

日
平

成
２
４
年

１
２
月

２
１
日

校
務

分
掌

そ
の

他
の

校
務 計

画
（
※

ア
）

計
画

（
※

イ
）

効
果

（
※

ウ
）

指
導

指
数

・
計

画
値

２
／

３
２

／
３

・
効

果
値

３
／

３

・
予

算
不

要
不

要
・

期
間

３
ヶ

月
未

満
３

ヶ
月

未
満

・
賛

成
者

７
５

％
以

上

・
人

員
３

人
以

上
３

人
以

上

改
善

後
・

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

声
を

か
け

合
い

協
力

し
合

う
こ

と
で

、
業

務
を

効
率

的
に

進
め

る
と

と
も

に
職

員
の

負
担

軽
減

を
図

る
。

・
「

職
員

の
心

が
和

む
雰

囲
気

づ
く

り
」

を
学

校
全

体
で

取
り

組
む

こ
と

で
教

職

員
の

多
忙

感
の

解
消

に
取

り
組

ん
だ

。
こ

の
改

善
に

よ
っ

て
、

教
職

員
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
密

に
な

り
、

業

務
を

協
力

す
る

こ
と

が
増

え
、

業
務

時
間

の
短

縮
や

業
務

の
質

の
向

上
に

つ

な
が

っ
た

。
具

体
的

に
は

下
記

の
通

り
で

あ
る

。
・

教
職

員
間

で
仕

事
の

進
め

方
を

教
え

合
い

助
け

合
え

る
よ

う
に

な
っ

た
。

・
教

職
員

の
笑

顔
が

増
え

る
こ

と
で

、
子

ど
も

達
も

安
心

感
が

生
ま

れ
問

題
行

動

が
減

っ
た

。
・

結
果

と
し

て
課

題
が

減
り

、
業

務
が

多
少

減
っ

た
。

改
善

前
・

多
様

な
課

題
に

対
応

し
て

い
る

た
め

半
数

以
上

の
職

員
が

超
過

勤
務

し
て

い

る
。

・
声

の
か

け
合

い
、

助
け

合
い

協
力

し
合

う
こ

と
は

学
校

全
体

で
行

わ
れ

て
き

た

が
、

超
過

勤
務

し
て

い
る

職
員

は
概

ね
決

ま
っ

て
い

る
。

・
業

務
が

た
ま

っ
て

き
て

、
困

っ
て

い
る

教
職

員
へ

の
手

助
け

は
、

一
部

で
は

行
わ

れ
て

い
た

が
全

体
に

行
き

渡
っ

て
い

な
い

。

改
善

の
す

・
業

務
が

多
様

化
し

て
い

る
た

め
物

理
的

に
個

人
の

時
間

軽
減

は
難

し
い

と
考

え

す
め

方
る

。
個

人
が

別
個

に
業

務
を

進
め

る
の

で
は

な
く

、
業

務
の

進
み

具
合

な
ど

困
っ

て
い

る
こ

と
を

自
由

に
相

談
で

き
る

雰
囲

気
を

つ
く

る
こ

と
で

、
お

互

い
に

協
力

し
合

い
時

間
の

短
縮

を
図

れ
る

と
考

え
る

。

・
改

善
の

推
進

は
チ

ー
ム

名
手

と
し

て
取

り
組

む
。

・
検

討
の

結
果

、
業

務
の

多
様

化
に

よ
り

、
物

理
的

な
時

間
の

削
減

は
難

し
い

と

判
断

さ
れ

た
。

教
職

員
の

多
忙

感
の

解
消

を
図

る
た

め
に

は
、

教
職

員
が

困

っ
て

い
る

こ
と

を
自

由
に

言
い

合
え

る
環

境
を

つ
く

る
こ

と
。

つ
ま

り
学

校

を
教

職
員

の
心

が
和

む
雰

囲
気

に
し

、
「

業
務

を
や

ら
さ

れ
て

い
る

感
」

か
ら

「
業

務
を

や
っ

て
や

ろ
う

感
」

に
変

革
す

る
こ

と
を

目
標

と
し

た
。

・
改

善
の

推
進

は
、

全
教

職
員

一
丸

と
な

っ
て

取
り

組
ん

だ
。

・
心

が
和

む
雰

囲
気

に
す

る
た

め
に

、
ど

ん
な

と
き

で
も

笑
顔

を
絶

や
さ

な
い

よ
う

教
職

員
全

員
が

心
が

け
た

。

改
善

を
進

・
職

員
は

様
々

な
業

務
に

関
し

て
、

ど
う

し
て

も
「

自
分

が
し

な
け

れ
ば

」
と

思

め
る

う
え

で
い

、
抱

え
込

む
場

合
が

多
い

。
「

業
務

を
共

有
す

る
」
「

業
務

に
一

緒
に

取
り

の
留

意
点

組
む

」
と

い
う

チ
ー

ム
意

識
を

持
ち

、
行

動
す

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

・
超

過
勤

務
削

減
に

は
、

地
道

な
声

か
け

に
よ

り
、

業
務

の
効

率
化

に
対

す
る

各

教
職

員
の

意
識

を
向

上
さ

せ
、

行
動

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
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善
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画
・
活

動
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報

告
シ

ー
ト

学
校

名
紀

の
川

市
立

上
名

手
小

学
校

記
入

者
山

本
具

子

テ
ー

マ
会

議
の

効
率

化
（
ル

ー
ル

、
議

題
）

記
入

日
平

成
２
５
年

１
月

２
５
日

校
務

分
掌

会
議

・
打

合
せ 計

画
（
※

ア
）

計
画

（
※

イ
）

効
果

（
※

ウ
）

指
導

指
数

・
計

画
値

３
／

３
１

／
３

・
効

果
値

３
／

３

・
予

算
不

要
不

要

・
期

間
１

カ
月

３
カ

月
・

賛
成

者
１

０
０

％

・
人

員
２

人
１

１
人

改
善

後
・

資
料

の
事

前
配

布
、

議
題

の
焦

点
化

な
ど

、
会

議
に

関
す

る
ル

ー
ル

を
明

確
に

し
、

職
員

会
議

の
効

率
的

運
用

に
よ

る
教

職
員

の
負

担
軽

減
を

図
る

。

・
１

１
月

以
降

の
職

員
会

議
（

７
回

）
に

お
い

て
、

５
回

以
上

で
予

定
時

間
内

に

終
わ

ら
せ

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

＝
＞

１
月

末
ま

で
の

会
議

５
回

に
お

い
て

、
す

べ
て

時
間

内
に

終
了

す
る

こ
と
が

で
き

た
。

改
善

前
・

職
員

会
議

の
開

催
日

程
は

、
年

間
計

画
を

立
て

て
い

る
。

・
職

員
会

議
は

予
定

時
刻

ど
お

り
に

終
わ

る
よ

う
努

力
し

て
い

る
が

、
超

過
す

る

場
合

が
多

い
。

・
連

絡
事

項
は

で
き

る
だ

け
職

朝
で

行
う

よ
う

に
し

て
い

る
が

、
職

員
会

議
の

場

で
出

さ
れ

る
こ

と
も

あ
る

。

改
善

の
す

＜
体

制
＞

す
め

方
リ
ー

ダ
ー

宮
本

稔
彦

、
メ
ン

バ
ー

赤
井

啓
子

＜
改

善
予

定
時

間
＞

２
人

で
計

４
時

間
／

月
（

）
内

の
数

字
は

改
善

に
充

て
る
大

ま
か

な
活

動
時

間

１
０
月

…
ル

ー
ル

を
作

成
し
、
管

理
職

と
調

整
・
修

正
し
た

。
（
2
）

①
連

絡
事

項
と
協

議
事

項
を

区
別

し
、
連

絡
事

項
は

職
朝

で
行

う
。

②
議

題
に

よ
っ

て
は

低
中

高
部

会
で

事
前

又
は

提
案

後
に

す
り
合

わ
せ

す
る
。

職
員

会
議

に
て

説
明

し
、
職

員
会

議
の

持
ち

方
を

意
思

統
一

し
た

。
（
0
.5
）

１
１
月

以
降

の
職

員
会

議
に

て
実

施
す

る
。

１
２
月

…
学

期
末

に
中

間
報

告
（
0
.5
）

３
月

…
計

画
時

は
年

度
末

終
了

の
予

定
で

あ
っ

た
が

、
１
月

末
で

終
了

し
た

。

改
善

を
進

・
１

０
月

の
提

案
時

点
で

全
員

の
賛

同
を

得
、

会
議

の
効

率
化

に
対

す
る

取
組

の

め
る

う
え

で
共

通
認

識
を

持
つ

こ
と

が
で

き
た

。

の
留

意
点

・
会

議
へ

の
提

案
内

容
や

事
前

会
議

の
必

要
性

な
ど

、
各

人
が

意
識

す
る

こ
と

で

か
な

り
効

率
よ

く
協

議
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

改
善

さ
れ

た
。

・
①

低
中

高
各

部
会

で
事

前
に

検
討

し
全

体
に

出
す

パ
タ

ー
ン

、
②

全
体

に
大

ま

か
な

レ
イ

ア
ウ

ト
が

話
し

合
わ

れ
た

後
、

各
部

会
で

細
部

に
つ

い
て

調
整

し

実
施

す
る

パ
タ

ー
ン

な
ど

、
内

容
に

よ
っ

て
は

臨
機

応
変

に
効

率
よ

く
話

し

合
い

が
深

ま
る

方
法

を
取

る
よ

う
に

リ
ー

ダ
ー

か
ら

指
示

が
あ

り
、

そ
の

結

果
、

会
議

時
間

の
短

縮
に

繋
が

っ
て

い
っ

た
。

・
「

議
事

の
精

選
」

が
キ

ー
に

な
る

こ
と

、
「

予
備

提
案

」
「

説
明

資
料

」
に

つ
い

て
の

ル
ー

ル
づ

く
り

も
必

要
で

あ
る

。

・
例

年
、
年

度
初

め
に

会
議

の
開

催
日

程
を

計
画

し
て

は
い

る
が

、
開

催
時

期
や

回

数
に

つ
い

て
も
よ
り
効

果
的

な
運

用
が

で
き
る
よ
う
絞

り
込

む
必

要
が

あ
る
。
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の

川
市

立
小

中
学

校
業

務
改

善
取

組
計

画
・
活

動
・
報

告
シ

ー
ト

学
校

名
紀

の
川

市
立

荒
川

中
学

校
記

入
者

増
田

裕
司

テ
ー

マ
外

部
人

材
の

活
用

記
入

日
平

成
２

４
年

１
０

月
５

日

校
務

分
掌

学
習

指
導

計
画

（
※

ア
）

計
画

（
※

イ
）

効
果

（
※

ウ
）

指
導

指
数

・
計

画
値

１
／

３
１

／
３

・
効

果
値

３
／

３

・
予

算
不

要
不

要

・
期

間
３

ヶ
月

以
上

３
ヶ

月
以

上
・

賛
成

者
７

５
％

以
上

・
人

員
３

人
以

上
３

人
以

上

改
善

後
・

３
年

生
の

学
力

向
上

の
た

め
、

放
課

後
補

習
を

行
っ

て
い

る
教

員
の

負
担

を
軽

減
を

図
っ

た
。

・
理

科
の

実
験

や
視

聴
覚

機
器

を
使

っ
て

の
授

業
の

補
助

を
し

て
も

ら
っ

た
た

め
、

準
備

や
片

付
け

の
時

間
が

軽
減

さ
れ

た
。

・
放

課
後

学
習

に
来

て
い

た
だ

い
た

方
は

２
年

前
の

本
校

の
教

育
実

習
生

で
あ

り
、

昨
年

度
も

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
実

績
が

あ
る

た
め

、
勉

強
の

教
え

方

も
上

手
で

生
徒

も
喜

ん
で

い
る

。
ま

た
、

先
生

の
負

担
も

随
分

軽
減

さ
れ

た
。

改
善

前
・

３
年

生
の

学
力

向
上

の
た

め
放

課
後

補
習

を
行

っ
て

い
る

が
、

３
年

生
担

任
や

教
科

担
当

者
は

、
授

業
準

備
、

生
徒

指
導

、
出

張
、

そ
の

他
の

校
務

の
た

め

に
忙

し
く

負
担

が
大

き
く

な
っ

て
い

る
。

改
善

の
す

体
制

：
リ

ー
ダ

ー
教

頭

す
め

方
外

部
人

材
の

選
定

：
共

育
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
お

願
い

を

す
る

。

近
畿

大
学

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

利
用

す
る

。

改
善

予
定

期
間

：
１

０
月

～
１

月

外
部

人
材

活
用

に
あ

た
り

準
備

す
る

こ
と

：

（
１

）
外

部
人

材
に

守
っ

て
ほ

し
い

ル
ー

ル
を

作
る

。

（
２

）
ス

ク
ー

ル
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
受

入
計

画
書

、
覚

え
書

き
、

大
学

と

の
協

定
書

の
作

成
。

外
部

人
材

（
２

名
）

の
活

動
内

容
：

（
１

）
近

畿
大

学
ス

ク
ー

ル
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
よ

り
１

名

・
活

動
日

は
大

学
の

授
業

の
関

係
で

、
毎

週
火

曜
日

に
設

定
す

る
。

・
理

科
の

授
業

で
の

実
験

や
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
を

使
っ

て
の

授
業

の
補

助
を

お
願

い
す

る
。

（
２

）
共

育
コ
ミ
ュ
テ

ィ
の

紹
介

で
大

学
院

生
を

１
名

紹
介

し
て

も
ら
う
。

・
放

課
後

学
習

を
手

伝
っ

て
も

ら
う

。
月

曜
と

金
曜

の
週

２
回

。

・
教

科
は

数
学

、
プ

リ
ン

ト
学

習
を

す
る

。

改
善

を
進

・
ス

ク
ー

ル
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
は

ト
ー

タ
ル

で
３

０
時

間
、

毎
週

火
曜

日
に

限

め
る

う
え

で
定

さ
れ

て
い

る
た

め
思

う
よ

う
に

手
伝

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。

の
留

意
点

─ 16 ─ ─ 17 ─
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教職員の負担軽減のために学校全体で取り組む創意と工夫

海南市教育委員会

１．事業の実施状況

【事業概要】

本市にあっては、沿岸部や山間部など地理的な要件、中規模校や小規模校など学校規模

の要件、小学校から高等学校など校種による要件等があり、各学校の事情が様々なことか

ら、それぞれの実状に応じて取り組むこととした。

そこで、本市で取り組む全体テーマを『教職員の負担軽減のために学校全体で取り組む

創意と工夫』と設定するとともに、各学校の取組を焦点化するため、「Ａ学校内運営の組

織化・効率化」「Ｂ学校間連携による協力体制の整備」「Ｃ学校外支援体制の整備」「Ｄそ

の他」の観点を掲げ実践を進めた。

【事業の実施状況】

個々の教職員により、負担と感じる内容は異なり、個々の工夫や努力だけでは対応しき

れない問題も多くあることから、学校組織のあり方や学校運営の有り様の見直しなど、学

校長がリーダーシップを発揮しながら、学校全体が組織として様々な課題に対処していく

ことが大切であると考えた。

平成２４年度、本市が教職員を対象に実施した「生活状況アンケート」によれば、仕事

についての精神的負担が「非常に大きい」「大きい」と答えた教職員が、36.9 ％（小：41.7
％、中 27.5 ％、高 42.8 ％）となっている。また、精神的負担の要因としては、①仕事（事

務）量の多さ 21.4 ％、②生徒指導 13.1 ％、③学習指導 10.5 ％、④職場の人間関係 10.1 ％

であった。

この研究指定を機会に、それぞれの学校が自らの現状と課題を見つめるとともに、より

よい学校運営を目指すことにより、教師が子どもたちと向き合う時間をこれまで以上に確

保し、また、教員の負担感を少しでも軽減できる取組に繋げてきた。

【取組の内容】

○教育委員会の取組

① 提出書類等の見通し（内容、提出時期等）の提示と簡素化

② 教育委員会内でのデータの共有（提出依頼内容の重複を避ける）

③ 研修内容の見直し

○各学校の取組

事業概要でも述べたように、各学校の実態に応じた取組を焦点化するため、「Ａ学

校内運営の組織化・効率化」「Ｂ学校間連携による協力体制の整備」「Ｃ学校外支援

体制の整備」「Ｄその他」の観点から実践を進めた（次頁以降参照）。

２．今後に向けて

（１）本年度の取組の総括

各学校において、取組１年目を総括し、取組の成果と課題を明確にし、本年度の

まとめを作成する。

（２）各学校間の交流

校長会等で各学校の取組を交流し、各学校それぞれが業務改善を行うための方策

を共有し、自校にとって効果的な取組を取り入れるよう努める。

（３）次年度に向けて

本年度は特に学校自らの課題の把握とその解決策の作成に重点におき、実践を進

めてきたが、（１）、（２）を踏まえて、さらによりよい改善策の検討や創意工夫に

努め、教職員の負担軽減に繋がる取組を進める。
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「
学

校
運

営
に

資
す

る
取

組
（

教
員

の
勤

務
負

担
軽

減
等

）
」

事
業

に
係

る
報

告
書

Ａ
学
校
内
運
営
の
組
織
化
・
効
率
化

学
校
名

黒
江
小
学
校

住
所

海
南
市
船
尾
２
３
６
－
４

児
童
数

２８
７人

教
職
員
数

２３
人

１
テ
ー
マ
設
定
の
理
由

本
校
で
は
、
知
徳
体
調
和
の
と
れ
た
教
育
活
動
を
展
開
す
る
中
で
、「

生
き
生
き
と
力
を
発
揮

す
る
子
ど
も
の
育
成
」
を
学
校
教
育
目
標
と
し
て
教
職
員
が
共
通
理
解
の
下
、
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の
中
で
、
大
切
に
し
た
い
こ
と
は
、
教
師
が
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
の
確
保
、
毎
週
木

曜
日
ロ
ン
グ
休
憩
に
運
動
場
で
学
級
の
子
ど
も
た
ち
と
体
を
動
か
す
こ
と
や
基
本
的
な
生
活
習

慣
を
築
き
に
く
い
子
の
生
活
指
導
す
る
こ
と
、
仲
間
づ
く
り
に
困
っ
て
い
る
子
を
支
援
す
る
こ

と
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
た
め
の
学
習
状
況

の
確
認
、
諸
行
事
の
準
備
、
保
護
者
と
の
連
携
な
ど
、
限
り
な
く
多
く
の
勤
務
が
あ
る
の
も
学

校
現
場
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
会
議
、
校
務
分
掌
、
連
絡
、
文
書
作
成
な
ど
出
来
る
限
り
時
間

を
か
け
ず
、
簡
便
化
す
る
こ
と
、
機
能
的
で
効
率
的
な
学
校
運
営
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
多
忙
感
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
職
務
に
励
め
る
職
場
を
目
指

す
こ
と
を
考
え
た
。

２
取
組
の
内
容

(1
)

IC
Tの

活
用
に
よ
る
デ
ー
タ
共
有
化

(2
)

会
議
、
打
ち
合
わ
せ
の
精
選
・
ス
リ
ム
化

(3
)

校
務
分
掌
に
お
け
る
役
割
の
明
確
化

(4
)

学
校
行
事
の
見
直
し

３
取
組
の
成
果
と
課
題

(
1
)

学
校
共
有
フ
ォ
ル
ダ
を
使
い
、
各
種
学
校
行
事
の
画
像
デ
ー
タ
を
保
存
し
て
お
く
こ
と
に

よ
り
、
誰
で
も
い
つ
で
も
活
用
で
き
、
資
料
や
学
校
・
学
年
・
学
級
便
り
の
作
成
に
役
立
っ

た
。
ま
た
、
指
導
案
や
現
職
教
育
の
記
録
の
形
式
を
統
一
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
と
め
の
作

成
や
成
果
の
蓄
積
が
便
利
で
あ
っ
た
。
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
構
築
に
よ
り
職
員
室
で
作
成
し
た
資

料
を
教
室
で
児
童
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。

(
2
)

職
員
室
の
連
絡
黒
板
の
活
用
に
よ
り
、
連
絡
時
間
を
短
縮
す
る
と
と
も
に
、
見
通
し
が
立

て
や
す
く
、
協
力
体
制
が
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
職
員
会
議
や
現
職
教
育
は
、
年
間
計
画
に
基

づ
き
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
リ
ム
化
し
、
学
年
事
務
や
教
材
研
究
の
充
実
を
図
っ
た
。

た
だ
し
、
協
議
内
容
が
年
々
増
加
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
勤
務
時
間
内
に
終
わ
ら
な

い
こ
と
も
あ
る
の
が
課
題
で
あ
る
。

(
3
)

校
務
分
掌
に
お
け
る
各
部
の
役
割
を
明
確
に
し
、
一
人
一
役
を
基
本
と
し
な
が
ら
複
数
の

担
当
者
で
受
け
持
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
責
任
を
持
っ
て
、
し
か
し
負
担
感
を
感
じ
ず
に
、

各
部
持
ち
味
を
生
か
し
な
が
ら
、
機
動
力
を
生
か
し
た
取
組
を
進
め
た
。

(
4
)

運
動
会
、
学
習
発
表
会
、
卒
業
式
な
ど
ね
ら
い
を
明
確
に
し
、
授
業
確
保
を
図
り
、
必
要

以
上
に
繰
り
返
し
練
習
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
申
し
合
わ
せ
た
。
ま
た
、
形
式
化
、
形
骸

化
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
学
年
で
重
な
り
の
あ
る
行
事
に
つ
い
て
は
、
児
童
の
６
年
間
の
育

ち
を
見
通
し
、
見
直
し
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
ど
の
行
事
も
そ
れ
な
り
の
教
育
効
果
の
あ
る

こ
と
か
ら
、
な
か
な
か
精
選
で
き
に
く
い
こ
と
も
現
状
で
あ
る
。

４
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

・
小
中
連
携
に
よ
る
協
力
体
制
の
整
備

・
学
校
外
人
材
の
活
用

・
職
員
室
の
心
和
む
雰
囲
気
づ
く
り

・
教
職
員
一
人
一
人
の
時
間
や
業
務
改
善
の
意
識
化

「
学

校
運

営
に

資
す

る
取

組
（

教
員

の
勤

務
負

担
軽

減
等

）
」

事
業

に
係

る
報

告
書

Ａ
学
校
運
営
の
組
織
化
・
効
率
化
（
会
議
、
教
職
員
打
ち
合
わ
せ
の
精
選
・
ス
リ
ム
化
）

学
校
名

北
野
上
小
学
校

住
所

海
南
市
孟
子
１
７
４

児
童
数

９８
人

教
職
員
数

１５
人

１
テ
ー
マ
設
定
の
理
由

勤
務
の
負
担
軽
減
を
最
も
直
接
的
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
会
議
等
の
拘
束
時
間
が
減
少
し
、

子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
時
間
が
増
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
不
十
分
な
準
備
で
会
議
等
を
行
い
、
い

た
ず
ら
に
拘
束
時
間
を
増
や
し
、
効
率
の
悪
い
時
間
を
過
ご
し
て
疲
労
感
を
増
す
と
い
う
循
環

か
ら
、
各
人
や
部
署
が
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
会
議
等
の
準
備
を
行
う
よ
う
に
し
、
会
議
等
に

対
す
る
意
識
を
、
職
員
が
努
力
と
能
力
を
持
ち
寄
る
場
へ
と
転
換
す
る
よ
う
に
し
よ
う
と
考
え

た
。

２
取
組
の
内
容

(1
)

日
報
を
活
用
し
、
職
員
朝
礼
の
短
縮
と
効
率
化
を
図
る
。

(2
)

水
曜
日
朝
の
児
童
集
会
(全

校
集
会
)の

準
備
等
の
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
水
曜
日
の
職
員

朝
礼
を
実
施
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

(3
)

職
員
会
議
と
現
職
教
育
の
効
率
的
な
運
営
を
図
り
、勤

務
時
間
内
に
終
了
す
る
よ
う
に
し
た
。

(4
)

そ
の
た
め
に
、「

Ｐ
→
Ｄ
→
Ｃ
→
Ａ
」
の
最
後
に
「
→
Ｐ
」
を
加
え
る
よ
う
に
努
め
、
全
員

の
意
識
が
最
も
活
性
化
し
た
と
き
に
、
次
の
プ
ラ
ン
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
決
め
る
よ
う

に
し
た
。

(5
)

提
案
・
報
告
に
際
し
て
は
、
口
頭
で
は
な
く
ペ
ー
パ
ー
で
、
抽
象
的
で
な
く
具
体
の
案
を
、

具
体
案
は
事
前
検
討
を
経
た
も
の
を
意
識
す
る
よ
う
に
し
、
提
案
の
際
に
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
の
ス
ラ
イ
ド
の
作
成
を
行
う
な
ど
、
個
々
の
担
当
者
の
意
欲
と
努
力
を
徐
々
に
高
め
、
密

度
の
高
い
時
間
の
心
地
よ
さ
を
味
わ
え
る
よ
う
に
し
た
。

３
取
組
の
成
果
と
課
題

(1
)

日
報
が
定
着
し
、
内
容
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

(2
)

合
理
的
な
運
営
の
効
果
を
職
員
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

(3
)

会
議
等
は
勤
務
時
間
内
の
終
了
な
ど
、
効
率
的
な
運
営
に
よ
る
拘
束
時
間
の
軽
減
に
つ
な
が

り
、
精
神
的
・
身
体
的
な
快
適
さ
が
得
ら
れ
る
状
況
が
あ
っ
た
。

(4
)

来
年
度
の
プ
ラ
ン
を
、
今
年
の
担
当
者
が
責
任
を
も
っ
て
考
え
、
次
年
度
の
計
画
案
が
多
数

決
ま
っ
た
。

(5
)

効
率
的
な
運
営
の
快
適
さ
感
じ
る
中
で
、
そ
れ
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
た
り
、
新

し
い
こ
と
が
ら
に
取
り
組
も
う
と
す
る
姿
勢
が
多
く
の
教
職
員
に
み
ら
れ
た
。

４
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

合
意
形
成
と
意
思
決
定
を
効
率
的
に
行
う
と
い
う
習
慣
は
、
現
職
教
育
の
内
容
の
深
化
や
日

々
の
学
級
経
営
・
授
業
運
営
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
、
他
校
で

行
わ
れ
て
い
る
効
果
的
な
負
担
軽
減
等
の
方
法
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
現
状
の
取
組
を
継
続
・

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。
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「
学

校
運

営
に

資
す

る
取

組
（

教
員

の
勤

務
負

担
軽

減
等

）
」

事
業

に
係

る
報

告
書

Ａ
・
Ｂ

校
内

運
営

の
組

織
化

・
効

率
化

並
び

に
学

校
連

携
に

よ
る

共
有

学
校
名

中
野
上
小
学
校

住
所

海
南
市
椋
木
９
３

児
童
数

１４
６人

教
職
員
数

１８
人

１
テ
ー
マ
設
定
の
理
由

本
校
に
お
い
て
は
、
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
各
学
年
共
に
単
学
級
で
の
編
成
と
な
り
、
担
任

独
り
が
抱
え
込
み
が
ち
な
小
学
校
教
育
の
運
営
が
ま
す
ま
す
個
に
終
始
し
て
し
ま
う
危
惧
を
も

っ
て
い
る
。

学
校
運
営
上
、
ま
た
は
、
生
徒
指
導
上
に
お
い
て
も
、
組
織
的
な
動
き
の
中
で
役
割
分
担
を

明
確
化
し
、
独
り
で
抱
え
込
む
よ
う
な
負
担
感
を
軽
減
し
て
い
き
た
い
と
考
え
た
。
ま
た
、
こ

の
取
組
に
よ
っ
て
、
解
決
ま
で
の
時
間
短
縮
や
高
い
指
導
効
果
が
望
め
る
も
の
と
思
量
す
る
。

さ
ら
に
、
校
内
組
織
同
様
、
同
じ
中
学
校
区
に
お
け
る
教
育
内
容
の
共
有
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
中
学
校
教
育
に
繋
が
る
小
学
校
教
育
に
つ
い
て
、
よ
り
機
能
的
な
運
営
が
実
現
し
、
有

効
な
成
果
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

２
取
組
の
内
容

(1
)

校
内
運
営
の
組
織
化
・
効
率
化

・
現
職
教
育
で
の
二
部
会
設
定
に
よ
る
研
究
体
制

・
授
業
研
究
に
お
け
る
協
議
テ
ー
マ
設
定
に
基
づ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
職
員
会
議
の
時
間
短
縮
を
進
め
る
工
夫

（
伝
達
事
項
の
プ
リ
ン
ト
配
付
や
時
間
管
理
の
徹
底
）

・
ネ
ッ
トワ

ー
ク
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
活
用
（記

録
写
真
等
の
画
像
の
共
有
、
教
材
・ﾜ

ｰ
ｸｼ

ｰ
ﾄの

共
有
）

・
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
全
校
的
な
補
充
学
習
の
運
営

(2
)

中
学
校
区
内
の
学
校
連
携
に
よ
る
取
組
の
共
有
化

・
三
野
上
校
長
会
の
開
催

・「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
の
発
行
、
共
有

・
三
小
学
校
で
取
り
組
む
教
育
活
動
の
模
索
（
野
外
活
動
、
音
楽
会
、
観
劇
な
ど
）

３
取
組
の
成
果
と
課
題

校
内
運
営
の
組
織
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
経
験
や
年
齢
の
違
う
教
員
集
団
の
同
僚
性
が

高
ま
り
、
結
果
と
し
て
、
担
任
が
独
り
で
指
導
す
る
以
上
に
高
い
教
育
効
果
が
生
ま
れ
、
学
習

定
着
に
も
繋
が
っ
た
。
ま
た
、
役
割
を
明
確
化
し
た
運
営
は
、
個
々
の
勤
務
内
容
に
も
反
映
し
、

効
率
よ
く
仕
事
を
進
め
る
と
い
う
意
識
に
繋
が
っ
た
。

中
学
校
区
の
連
携
を
進
め
る
取
組
は
、
各
教
員
が
６
年
間
育
て
た
子
ど
も
た
ち
が
卒
業
時
に

ど
の
よ
う
な
姿
と
し
て
あ
る
べ
き
か
を
捉
え
る
機
会
と
な
り
、
指
導
内
容
の
ね
ら
い
が
明
確
に

な
っ
た
。

な
お
、
負
担
軽
減
を
進
め
る
あ
ま
り
、
組
織
化
が
消
極
的
な
学
校
運
営
に
繋
が
る
こ
と
も
あ

り
得
る
た
め
、
管
理
職
は
、
職
員
の
士
気
高
揚
に
努
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
配
慮
し
た
。

４
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

教
育
活
動
を
組
織
的
に
進
め
、
ま
た
、
中
学
校
を
見
据
え
た
小
学
校
教
育
を
考
え
る
こ
と
は
、

結
果
的
に
職
員
個
々
の
仕
事
を
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
個
の

職
務
の
ス
リ
ム
化
や
効
率
化
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
教
材
開
発
等
も
広
が
る
可
能

性
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
よ
り
構
造
化
さ
れ
た
学
校
運
営
、
教
育
活
動
の
在
り
方
を
考
え
た
い
。

「
学

校
運

営
に

資
す

る
取

組
（

教
員

の
勤

務
負

担
軽

減
等

）
」

事
業

に
係

る
報

告
書

Ｂ
IC
Tの

活
用
に
よ
る
デ
ー
タ
の
小
中
共
有
化

学
校
名

下
津
小
学
校

住
所

海
南
市
下
津
町
下
津
４
７
７

児
童
数

１８
５人

教
職
員
数

２３
人

１
テ
ー
マ
設
定
の
理
由

本
校
は
、
平
成
１
６
年
度
よ
り
、
隣
接
す
る
下
津
第
一
中
学
校
と
小
中
一
貫
教
育
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
全
教
員
が
、
５
教
科
の
研
究
部
会
に
属
し
、
研
究
授
業
を
通
し
て
実
践
力
を
高
め

て
き
た
。
小
中
の
乗
り
入
れ
授
業
も
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
校
５
年
・
中
学
校
１
年
に

よ
る
Wi
ll
学
習
（
総
合
的
な
学
習
）、

小
中
合
同
の
挨
拶
運
動
、
ク
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
等
も
実

施
し
て
い
る
。
教
育
相
談
部
会
、
学
校
保
健
委
員
会
、
学
校
評
議
員
・
学
校
関
係
者
評
価
委
員

会
、
指
導
主
事
訪
問
も
合
同
で
開
催
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
計
画
・
実
践
す
る
に
あ
た
り
、
小
中
で
連
絡
を
取
り
合
い
、
デ
ー
タ
を
共

有
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
に
運
営
が
で
き
る
と
考
え
た
。

２
取
組
の
内
容

＊
下
津
小
中
一
貫
教
育
研
究
用
共
有
フ
ォ
ル
ダ
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
の
共
有
化

小
中
一
貫
教
育
の
研
究
指
定
を
受
け
て
い
た
当
時
か
ら
、
海
南
市
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
サ

ー
バ
ー
に
小
中
共
有
フ
ォ
ル
ダ
が
あ
り
、
小
中
合
同
で
実
施
す
る
活
動
の
計
画
書
や
実
践
を

記
録
し
た
画
像
等
を
共
有
フ
ォ
ル
ダ
に
保
存
し
、
連
絡
を
取
り
合
え
る
よ
う
に
し
て
き
た
。

３
取
組
の
成
果
と
課
題

＊
小
中
合
同
で
実
施
し
て
い
る
ク
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
、
Wi
ll
学
習
、
学
校
保
健
委
員
会
、
学

校
評
議
員
・
学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
、
指
導
主
事
訪
問
等
を
実
施
す
る
際
、
共
有
フ
ォ
ル

ダ
で
原
稿
を
確
認
し
あ
い
な
が
ら
資
料
作
成
を
分
担
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
事
務
の
効
率

化
に
繋
が
っ
た
。

＊
教
育
計
画
や
研
究
冊
子
を
合
同
で
作
成
す
る
際
、
小
中
の
各
部
の
担
当
が
共
有
フ
ォ
ル
ダ
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
負
担
軽
減
と
な
っ
た
。

＊
個
人
情
報
等
に
留
意
し
、
校
内
の
共
有
フ
ォ
ル
ダ
と
小
中
の
共
有
フ
ォ
ル
ダ
を
併
用
し
た
こ

と
で
、
負
担
軽
減
と
な
っ
た
。

４
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

＊
小
中
連
携
の
あ
り
方
の
再
構
築

過
去
９
年
間
実
施
し
て
き
た
小
中
一
貫
教
育
の
成
果
と
課
題
を
吟
味
し
、
よ
り
よ
い
小
中

の
連
携
の
あ
り
方
を
探
り
、
共
有
フ
ォ
ル
ダ
も
使
い
や
す
く
整
理
し
て
い
く
。
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「
学

校
運

営
に

資
す

る
取

組
（

教
員

の
勤

務
負

担
軽

減
等

）
」

事
業

に
係

る
報

告
書

Ａ
・
Ｃ

情
報
の
管
理
と
共
有
化
及
び
会
議
・
事
務
処
理
の
時
間
短
縮

学
校
名

巽
小
学
校

住
所

海
南
市
重
根
１
２
０
３

児
童
数

３５
１人

教
職
員
数

２４
人

１
テ
ー
マ
設
定
の
理
由

よ
り
よ
い
学
校
に
す
る
た
め
、
教
職
員
が
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
を
作
る
た
め
に
は
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
学
校
運
営
に
参
画
し
て
い
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
互
い
に
役
割
を
理
解
し
、

各
自
が
役
割
を
遂
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
情
報
の
管
理
と
共
有
化
、
会

議
や
事
務
処
理
の
時
間
短
縮
が
必
要
と
考
え
本
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。

２
取
組
の
内
容

○
学
校
内
運
営
の
組
織
化
・
効
率
化

・
校
務
分
掌
に
お
け
る
役
割
の
明
確
化

・
会
議
、
教
職
員
打
合
せ
の
精
選
・
ス
リ
ム
化
と
共
有
化

・
事
務
処
理
の
軽
減
（
教
員
が
行
う
諸
手
続
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
）

○
学
校
支
援
体
制
の
整
備

・
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
学
校
支
援
体
制
の
整
備
・
充
実

→
授
業
等
へ
の
外
部
人
材
の
活
用
、
環
境
整
備
や
登
下
校
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
な
ど

３
取
組
の
成
果
と
課
題

○
学
校
内
運
営
の
組
織
化
・
効
率
化

校
務
分
掌
に
お
け
る
各
部
の
役
割
を
明
確
化
し
、
各
部
に
独
自
性
を
求
め
た
こ
と
に
よ
り
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
学
校
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
と
い
う
気
運
と
な
っ
た
。

ま
た
、
各
種
会
議
議
題
の
予
備
提
案
、
職
員
朝
礼
に
け
る
週
予
定
表
配
布
等
に
よ
り
、
会

議
等
の
時
間
短
縮
が
で
き
た
。

情
報
の
管
理
と
共
有
化
と
し
て
、
各
種
学
校
行
事
や
学
級
活
動
等
を
記
録
し
た
画
像
・
文

書
を
職
員
共
有
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
保
存
し
、
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
活

用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

教
職
員
が
行
う
諸
手
続
に
つ
い
て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
全
職
員
が
「
手
引
き
書
」
と

い
う
形
で
持
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
各
自
が
書
類
作
成
等
を
理
解
し
、
事
務
担
当
の
負

担
軽
減
に
な
っ
た
。

○
学
校
支
援
体
制
の
整
備

教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
学
校
支
援
体
制
の
整
備
・
充
実
に
よ
り
、
授
業
の
効
率
化
と

学
校
・
職
員
と
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
た
。

４
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

さ
ら
な
る
学
校
内
運
営
の
組
織
化
・
効
率
化
に
向
け
て
、
現
取
組
を
進
め
る
と
共
に
、
各
部

に
お
け
る
年
間
予
定
表
の
作
成
を
試
み
、
会
議
等
の
精
選
も
行
い
た
い
。

ま
た
、
備
品
管
理
の
視
覚
化
に
も
取
り
組
み
、
教
材
教
具
の
有
効
活
用
に
努
め
た
い
。

「
学

校
運

営
に

資
す

る
取

組
（

教
員

の
勤

務
負

担
軽

減
等

）
」

事
業

に
係

る
報

告
書

Ａ
・
Ｃ

学
校
内
運
営
の
組
織
化
・
効
率
化
並
び
に
学
校
外
支
援
体
制
の
整
備

学
校
名

巽
中
学
校

住
所

海
南
市
阪
井
３
９
９

生
徒
数

１４
９人

教
職
員
数

２０
人

１
テ
ー
マ
設
定
の
理
由

学
校
運
営
を
振
り
返
っ
た
と
こ
ろ
、
職
員
会
議
、
部
活
動
の
指
導
で
放
課
後
に
自
由
に
で
き

る
時
間
が
な
い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
た
。
職
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
組
織

を
簡
素
化
し
、
役
割
分
担
を
し
て
組
織
的
な
対
応
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
本
テ
ー

マ
を
設
定
し
た
。

２
取
組
の
内
容

・
今
年
度
の
本
校
の
主
た
る
課
題
の
一
つ
に
、
新
学
習
指
導
要
領
実
施
に
伴
う
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」「

特
別
活
動
」「

道
徳
教
育
」
の
充
実
が
あ
る
。
こ
の
実
現
を
果
た
す
た
め
に
、

学
校
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
主
任
を
指
名
し
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
研
究
と
実
践
を
行
う
よ
う
取
り

組
ん
だ
。

・
生
徒
指
導
上
の
課
題
の
１
つ
に
不
登
校
生
徒
等
へ
の
対
応
が
あ
る
た
め
、
学
校
長
が
養
護
教

諭
を
リ
ー
ダ
ー
に
指
名
し
、「

不
登
校
等
対
策
委
員
会
」
を
活
性
化
さ
せ
対
応
対
策
に
あ
た
ら

せ
た
。

・
会
議
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
各
担
当
が
提
案
す
る
際
に
は
事
前
に
関
係
す
る
担
当
の
意
見
調

整
等
を
行
わ
せ
た
。

・
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
を
活
用
し
、
実
習
等
の
安
全
性
確
保
や
教
員
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
た
。

３
取
組
の
成
果
と
課
題

・
職
員
の
校
内
組
織
を
簡
素
化
す
る
と
と
も
に
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
よ

り
も
部
会
等
の
会
議
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
会
議
以
外
の
こ
と
で
時
間
が
取
ら

れ
る
こ
と
も
多
く
、
な
か
な
か
負
担
の
軽
減
と
い
う
実
感
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
も
あ
る
。

更
な
る
取
組
が
求
め
ら
れ
る
点
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

・
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
取
組
な
ど
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
有
効
で
あ
っ
た
。

４
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

・
本
校
で
取
り
組
ん
だ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
さ
ら
に
取
組
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
取
組
で
成
果
と
し
て
表
れ
た
点
に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続
す

る
と
と
も
に
、
新
た
な
点
で
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
工
夫
し
た
取
組
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
校
内
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
工
夫
の
し
よ
う
は
あ
る
が
、
外
部
か
ら
対
応
を
迫
ら

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
近
年
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
な
か
な
か
工
夫
の
し
よ
う
が
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
。
文
書
事
務
も
含
め
、
関
係
機
関
等
の
連
携
に
よ
り
簡
素
化
に
む
け
た

真
剣
な
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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業務改善等による教職員の勤務負担軽減に向けた取組にかかる実践研究

美浜町教育委員会

１．事業の実施状況

【事業概要】

・残業時間実態調査による時間意識構築の促進

・教員の勤務負担軽減取組メニューの作成

・全校による会議の縮減

【事業の実施状況】

本教育委員会では『教員の負担軽減取組指針』を作成し、取組の共通理解を図った。

確認事項としては、①学校における本務を授業および授業準備とすること、②取組のゴ

ールを学力向上とすること、③できることから少しずつ取り組むことを基本方針とした。

その上で今年度は勤務負担軽減として残業時間の縮減を目指すことを取組の中心にし

た。

まず、残業の実態把握として各職員による残業時間実態調査を行った。事前の調査と

して９月の１ヶ月、途中の調査として１月中旬から２月中旬にかけての１ヶ月間行った。

次に、『勤務負担軽減取組メニュー』の共通取組事項に基づき町内全校（１中学校、

２小学校）で会議の縮減に取り組んだ。また、独自取組メニューとして各校の実態に応

じた残業時間縮減の取組を促した。

また、取組経過については校長会等で随時情報交換を図った。

２．実践研究の成果

残業時間実態調査からは、小学校と比較し中学校の残業時間がかなり長くなっている

こと、小学校では授業準備および学校の運営に関わる業務（会議・報告書作成等）・中

学校ではクラブ活動に関わる業務が残業時間の主な要因になっていることなどの実態が

明らかになった。また、残業時間を自己チェックすることで時間を意識して仕事に取り

組むなど効率的業務遂行への意識が向上した姿が見られた。

共通取組事項に関する各校への調査からは、会議の縮減に対する取組が進んでいるこ

とがうかがえた。会議の開始時刻厳守、会議予定時間の宣言については全ての学校で実

践できた。学校からは「会議が短くなった」「会議回数が減った」「議題を明確にして

会議を行うようになってきた」「会議では、不必要と思われる協議をしないように留意

するようになった」等の声が聞かれるようになった。会議縮減に関する職員意識の向上

がうかがえた。また、「担任の負担が軽減されることにより授業が充実するようになっ

てきた」との意見もあった。本取組のゴールと定めている学力向上に向けても効果の兆

しが見えつつあると言える。
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美浜町における教員の負担軽減取組の指針

１ 基本方針

①本務とは、授業および授業準備

②取組のゴールは学力向上

←子どもの学校生活向上

←子どもと向き合う時間増加

←本務（授業および授業準備）に集中

←残業時間縮減、勤務時間内本務時間割合増加

←本務外業務の縮減

③できることから、小さな改善を少しずつ

・共通取組事項（会議の縮減←会議運営の効率化）の中からできることを実践

・独自取組事項メニューの中からできることを実践

２ スケジュール

①残業時間の事前記録（ 9 月）【実態把握】←各校（集計は指導主事）

②会議時間縮減等（回数を減らす、時間を減らす）【実践】←各校（10月９日開始）

会議集計表の記入（各教頭等）

③残業時間の事後記録（ 2 月）【結果】←各校（集計は指導主事）

④残業時間の推移検証【考察】←指導主事

⑤今後の取組【改善案提示】（ 3 月）←指導主事

３ 留意事項

①組織的に取り組むこと

②時間を意識すること

③子どもにとって有益かどうかを判断基準にすること

④業務に優先順位をつけること（授業優先、多人数が関わる仕事が優先）

４ 共通取組事項（会議の縮減←会議運営の効率化）

①勤務時間内の会議終了

②会議開始時刻の厳守

③会議終了予定時刻の宣言

④原案の事前提出（会議開催○日前、△時間前に）

⑤原案の会議前チェック（会議の際に原案に書いている内容をいちいち復唱しない）

⑥会議形式の事前把握（内容が報告なのか協議なのか共通認識している）

⑦簡潔な提案、意見提示（長々と話さない）
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５ 独自取組事項メニュー

Ａ（情報伝達）

①簡単な連絡は職員室の伝言板（ホワイトボードなど）で済ます

②連絡メモを目立つ色の紙にする

③単純な連絡事項は事前に内容集約した文書を配付する

④その他

Ｂ（行事精選および縮減）

①業務の洗い出し（事業仕分け、学校行事精選等）

②行事の練習や準備を短くする（卒業式、運動会、音楽会のリハーサル等）

③小学校運動会総練習をなくす

④４月の家庭訪問をなくす（戸口訪問で住居を確認するだけで十分では）

⑤その他

Ｃ（授業時間確保）

①授業をカットして行事を行わない

②その他

Ｄ（システム）

①起案システムの採用（担当者→教務主任→教頭→校長）

②日課表見直し（掃除休止日の設定など）

③１人１役の校務分掌設定（形骸化している分掌はないか

仕事の偏りはないか

教頭に文書処理業務が偏ってないか）

④その他

Ｅ（研究）

①学習指導案のフォーマット作成（Ａ４用紙１枚）

②その他

Ｆ（整理整頓）

①資料（物品）保管場所を整理整頓する（どこに何があるのか把握できているか

使った人が元の場所に戻しているか

学校の資料を個人が管理していないか）

②備品台帳を作成する（どこに何があるか一目で分かるマップ作りなど）

③その他

Ｇ（意識）

①勤務時間内の業務集中（業務以外のことに時間を使いすぎていないか）

②その他

Ｈ（ＩＣＴ利用）

①指導要録の電子化

②通知票の電子化（所見欄→宛名シールに印字して貼り付けるなど）

③その他

Ｉ（その他）
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勤務時間内の会議終了

会議開始時刻の厳守

会議終了予定時刻の宣言

原案の事前提出

原案の会議前チェック

会議形式の事前把握

簡潔な提案、意見提示

① 簡単な連絡は職員室の伝言板（ホワイトボードなど）で済ます

② 連絡メモを目立つ色の紙にする

③ 単純な連絡事項は事前に内容集約した文書を配付する

④ その他

① 業務の洗い出し（事業仕分け、学校行事精選等）

② 行事の練習準備を短くする

③ 小学校運動会総練習をなくす

④ ４月の家庭訪問をなくす（戸口訪問で住居を確認するだけで十分では）

⑤ その他

① 授業をカットして行事を行わない

② その他

① 起案システムの採用（担当者→教務主任→教頭→校長）

② 日課表見直し（掃除休止日の設定など）

③ １人１役の校務分掌設定

④ その他

① 学習指導案のフォーマット作成（Ａ４用紙１枚の指導案）

② その他

① 資料（物品）保管場所を整理整頓する

② 備品台帳を作成する（どこに何があるか一目で分かるマップ作りなど）

③ その他

① 勤務時間内の業務集中（業務以外のことに時間を使いすぎていないか）

② その他

① 指導要録の電子化

② 通知票の電子化（所見欄→宛名シールに印字して貼り付けるなど）

③ その他

I その他

◎ 既に取り組んでいる

○ 今回取り組む

△ 今後取り組む可能性がある

× 取組は難しい

H

④

⑤

独
自
取
組
事
項

A

B

C

D

E

F

G

⑥

⑦

取　　組　　項　　目

教員の勤務負担軽減取組メニュー

共
通
取
組
事
項

①

②

③

美浜町教育委員会
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１人あたりの残業時間

図中の番号について
① 授業準備 ② 部活動 ③ 生徒指導にかかわる業務
④ 学校の運営にかかわる業務 ⑤ 保護者・地域等の外部対応 ⑥ 校外の研修・会議

松原小0.0 100.0 200.0 300.0 400.0 500.0 600.0

①

②

③

④

⑤

⑥

９月

２月

９月 581.4 0.0 229.6 515.7 115.7 40.0 

２月 567.9 2.1 301.4 406.1 27.9 185.0 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

和田小0.0 100.0 200.0 300.0 400.0 500.0 600.0

①

②

③

④

⑤

⑥

９月

２月

９月 496.2 0.0 185.4 370.8 9.2 8.5 

２月 553.1 0.0 257.7 513.8 114.6 154.6 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

松洋中
0.0 500.0 1000.0 1500.0 2000.0 2500.0

①

②

③

④

⑤

⑥

９月

２月

９月 400.0 2478.2 792.9 473.5 18.8 14.1 

２月 498.2 1164.7 150.0 685.3 54.7 111.2 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
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子
ど

も
た

ち
と

向
き

合
う

時
間

の
確

保
の

た
め

に

「
個

人
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト

－
管
理

職
編
－
」

１
校

務
分

掌
の

精
選

・
重

点
化

①
「

子
ど

も
と

向
き

合
う

こ
と

」
を

中
心

に
据

え
、

学
校

の
組

織
づ

く
り

を
し

て
い

る
か

。

②
仕

事
を
一

人
で

抱
え

込
ま

な
い
よ
う

に
分

掌
内
で
協
力
し
合
う
よ
う
な
雰

囲
気
を
つ
く
っ
て
い
る
か
。

③
特

定
の

教
職

員
に

過
度

の
負

担
が

か
か

ら
な

い
よ

う
に

、
役

割
分

担
の

工
夫

を
し

て
い

る
か

。

２
勤

務
時

間
の

管
理

④
職

員
の

勤
務

時
間

を
把

握
し

、
適

切
な

指
導

を
し

て
い

る
か

。

⑤
「

ノ
ー

残
業

デ
ー

」、
「

ノ
ー

会
議

デ
ー

」
等

を
設

定
す

る
な

ど
の

工
夫

を
し

て
い

る
か

。

⑥
勤

務
時

間
の

割
振

制
度

な
ど

の
制

度
を

理
解

し
、

有
効

に
活

用
し

て
い

る
か

。

３
会

議
・

打
ち

合
わ

せ
の

精
選

・
ス

リ
ム

化

⑦
会

議
の

開
始

・
終

了
時

間
を

設
定

し
、
時

間
内

に
終

了
で

き
る

よ
う

な
運

営
を

し
て

い
る

か
。

⑧
提

案
、
検

討
、

協
議

、
連

絡
な
ど
事

項
ご

と
に
整
理
し
、
会
議
資
料
の
事

前
配
付
を
す
す
め
て
い
る
か
。

⑨
会

議
資
料

や
校

内
研

修
に

お
け
る
学

習
指

導
案
等
は
、で

き
る
だ
け

簡
略

化
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
か
。

４
資

料
作

成
及

び
事

務
処

理
の

簡
素

化

⑩
共

有
フ
ォ

ル
ダ

を
作

成
し

、
文
書
や

学
習

プ
リ
ン
ト
等
を
有
効
に

活
用
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
か
。

⑪
共

有
の
保

管
場

所
を

決
め

る
等
、
他

の
教

職
員
の
教
材
等
を
有
効
に
活
用

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
か
。

⑫
教

職
員

と
事

務
職

員
が

連
携

し
､協

働
し

て
事

務
処

理
の

簡
素

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
か

。

５
職

場
の

現
状

把
握

⑬
職

員
室

で
は

子
ど

も
に

関
す

る
話

題
が

出
る

よ
う

な
雰

囲
気

づ
く

り
を

し
て

い
る

か
。

⑭
子

ど
も

と
向

き
合

う
時

間
確

保
の

た
め

の
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
を

実
施

し
て

い
る

か
。

⑮
児

童
生
徒

の
様

子
に

つ
い

て
、
教
職

員
と

の
共
通
理
解
を
す
す
め
、
指
導

に
生
か
し
て
い
る
か
。

子
ど

も
た

ち
と

向
き

合
う

時
間

の
確

保
の

た
め

に

「
個
人

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
－
教
職
員
編

－
」

１
校

務
分

掌
の

精
選

・
重

点
化

①
自

己
目

標
を

決
め

、
「

子
ど

も
と

向
き

合
う

こ
と

」
に

努
め

て
い

る
か

。

②
仕

事
を

一
人

で
抱

え
込

ま
な

い
よ

う
に

分
掌

内
で

協
力

し
て

い
る

か
。

③
特

定
の

教
職

員
に

過
度

の
負

担
が

か
か

ら
な

い
よ

う
に

自
分

の
役

割
を

果
た

し
て

い
る

か
。

２
勤

務
時

間
の

管
理

④
業

務
効

率
の

向
上

に
取

り
組

ん
で

い
る

か
。

⑤
優

先
順

位
を

つ
け

、
自

ら
の

業
務

内
容

を
精

選
し

て
い

る
か

。

⑥
勤

務
時

間
内

で
業

務
を

終
了

で
き

る
よ

う
努

め
て

い
る

か
。

３
会

議
・

打
ち

合
わ

せ
の

精
選

・
ス

リ
ム

化

⑦
前

例
に

と
ら

わ
れ

ず
、

組
織

目
標

を
見

据
え

て
会

議
に

参
画

し
て

い
る

か
。

⑧
説

明
や

意
見

は
簡

潔
に

述
べ

、
会

議
の

ス
ム

ー
ズ

な
進

行
に

努
め

て
い

る
か

。

⑨
会
議
資
料
や

校
内

研
修

な
ど

の
学

習
指

導
案

等
は

、
必

要
に

応
じ

て
で

き
る

だ
け

簡
略

化
し

て
い

る
か

。

４
資

料
作

成
及

び
事

務
処

理
の

簡
素

化

⑩
共

有
フ

ォ
ル

ダ
を

活
用

し
、

文
書

作
成

や
教

材
づ

く
り

を
行

っ
て

い
る

か
。

⑪
他

の
教

職
員

と
教

材
等

を
共

有
し

、
有

効
に

活
用

し
て

い
る

か
。

⑫
教

員
と

事
務

職
員

が
連

携
し

､
効

率
的

な
事

務
処

理
に

努
め

て
い

る
か

。

５
働

き
方

の
工

夫

⑬
児

童
生

徒
の

様
子

を
情

報
交

換
す

る
な

ど
、
指

導
の

共
通

理
解

を
図

る
よ

う
努

め
て

い
る

か
。

⑭
自

ら
の

教
育

活
動

を
振

り
返

り
、

常
に

改
善

を
心

が
け

て
い

る
か

。

⑮
同

僚
の

仕
事

の
状

況
に

関
心

を
持

ち
、

協
力

し
な

が
ら

仕
事

を
進

め
て

い
る

か
。



平成２４年度

「学校運営に資する取組

（教員の勤務負担軽減等）」事業

報告書

平成２５年３月

和歌山県教育委員会

地球環境保護のために
植物油インクを使用しています。


